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嵐
牛
四
天
王
の
子
孫
の
す
べ
て
が
判
明

伊
藤
鋼
一
郎

八
月
の
友
の
会
で
は
、
四
天
王
の
一
人
大
竹
晴
笠
宅
を
御
子
孫
の
御
厚
意
で
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
大
竹
祐
一
様
、
奥
様
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
前
回

の
友
の
会
便
り
で
書
い
た
通
り
嵐
牛
時
代
の
俳
諧
は
連
句
・
発
句
が
中
心
で
、
優
秀
な
俳
友
・
門

人
が
必
要
で
あ
り
ま
し
た
。
加
藤
先
生
か
ら
四
天
王
の
一
人
鈴
木
貫
一
の
子
孫
を
是
非
探
し
だ
し

た
い
と
の
こ
と
で
、
少
な
い
情
報
を
頼
り
に
探
し
始
め
ま
し
た
。
岡
崎
に
近
い
横
須
賀
の
知
識
人

の
桑
原
武
さ
ん
の
確
か
な
情
報
で
鈴
木
貫
一
の
御
子
孫
の
方
と
連
絡
が
取
れ
、
急
ぎ
ご
挨
拶
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
加
藤
先
生
の
『
柿
園
友
垣
抄

』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(五)

当
美
術
館
収
蔵
品
に
は
大
勢
の
入
門
短
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
嵐
牛
が
門
人
を
受
け
入

れ
た
最
初
の
年
、
嘉
永
七
年
四
月
に
鈴
木
貫
一
の
入
門
短
冊
が
あ
り
ま
す
。
前
述
の
大
竹
晴
笠
は

同
年
三
月
の
入
門
短
冊
が
存
在
し
ま
す
。
鈴
木
貫
一
は
『
そ
の
ま
ま
集
』
の
中
に
も
た
び
た
び
登

場
し
ま
す
。
塚
本
五
郎
氏
の
著
書
で
は
、
嵐
牛
四
天
王
は
大
竹
晴
笠
、
足
立
水
音
、
加
藤
知
碩
、

鈴
木
貫
一
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
私
が
嵐
牛
遺
産
の
整
理
を
始
め
た
当
初
よ
り
鈴
木
貫
一
の
名
前

が
出
て
き
た
記
憶
が
あ
り
、
嵐
牛
四
天
王
は
前
記
の
四
名
が
ふ
さ
わ
し
い
と
私
も
思
い
ま
す
。

嵐
牛
の
一
生
を
掴
む
に
は
、
俳
友
・
門
人
な
ど
と
の
交
流
状
況
を
掴
め
ば
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
嵐
牛
四
天
王
の
残
し
た
も
の
を
調
べ
れ
ば
沢
山
の

情
報
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
四
天
王
の
子
孫
の
皆
様
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
前
よ
り
た
び
た
び
お
話
し
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
加
藤
先
生
が
大
汗
を
か
い
て
、
嵐
牛

の
一
生
を
ま
と
め
た
本
を
出
版
す
べ
く
編
集
作
業
を
進
め
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
纏

め
て
頂
け
る
か
楽
し
み
で
す
。
四
天
王
に
つ
い
て
も
取
り
込
ん
で
い
た
だ
く
と
非
常
に
面
白
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
出
版
の
暁
に
は
出
版
の
記
念
と
し
て
二
の
丸
美
術
館
に
て
特

別
展
等
で
き
な
い
か
夢
見
て
お
り
、
現
在
交
渉
中
で
す
。

八
月
訪
問
の
大
竹
晴
笠
宅
で
は
、
加
藤
先
生
、
倉
島
先
生
、
小
生
が
事
前
に
訪
問
し
収
蔵
品
を

拝
見
し
、
嵐
牛
友
の
会
の
会
員
の
訪
問
に
備
え
て
準
備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま

に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
知
り
合
い
の
方
等
お
誘
い
あ
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
訪
問
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
見
せ
て
い
た
だ
く
収
蔵
品
の
案
は
別
紙
送
付
し
ま
す
。
事
前
に
あ
る
程
度
内
容

を
把
握
し
訪
問
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
見
せ
て
い
た
だ
く
も
の
は
、
掛
け
軸
、
マ
ク
リ
、
刊

本
、
写
本
、
短
冊
等
で
す
。
作
者
は
国
学
関
係
で
賀
茂
真
淵
、
栗
田
土
満
、
八
木
美
穂

俳
諧
で

は
卓
池
門
人
、
嵐
牛
、
嵐
牛
門
人
等
大
勢
の
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
会
長
）

八
月
二
十
一
日

第
八
回
友
の
会

参
加
確
定
者
（
敬
称
略
）（
駐
車
場
の
関
係
で
参
加
希
望
者
は
一
報
く
だ
さ
い
）

左
記
の
方
は
六
月
定
例
会
で
決
定
し
て
お
り
連
絡
不
要
で
す

先
生
車

加
藤

倉
島

伊
藤
車

館
長

事
務
局

鈴
木
車

鈴
木
敏
子

岡
本
春
一

御
前
崎
車

増
田
慶
信

他
二
名

菊
川
車

斉
藤

鈴
木
安
子

浜
松
車

河
島
三
名

＊
知
り
合
い
を
お
誘
い
い
た
だ
き
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
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柿
園
友
垣
抄

―
始
発
期
の
鈴
木
貫
一

―

加
藤
定
彦

(五)

嵐
牛
門
下
四
天
王
で
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
鈴
木
貫
一
に
つ
い
て
は
、『
袋
井
市
史
』
に
も
殆
ど

具
体
的
な
記
述
が
な
い
。
入
門
時
に
提
出
し
た
短
冊
に
は
、「
城
東
郡
岡
崎
村
鈴
木
治
郎
八
常
直
、

号
晴
岡
居
貫
一
（
裏
）
嘉
永
甲
寅
（
七
年
・
一
八
五
四

）
四
月
」
と
あ
っ
て
、
通
称
と
居
所
は
明
白
。「
曳

杖
も
か
ろ
き
首
途
や
月
の
旅
」
の
句
碑
が
袋
井
市
岡
崎
の
宗
有
寺
に
あ
り
（
塚
本
五
郎
著
『
郷土

遠
江

か
ど
で

の
調
査
研
究
』
昭
和

年
刊
）
、
同
句
が
「
明
治
十
三
辰
ど
し
」
の
奥
付
の
あ
る
追
善
句
合
（
摺
物
）

24

の
巻
軸
に
、無

々
斎
老
人
の
初
盆
会
を
憚
て

月
の
と
も
こ
と
し
は
文
の
し
を
り
か
な

知
碩

辞
世

ひ
く
杖
も
か
ろ
き
首
途
や
月
の
旅

貫
一
居
士

と
記
さ
れ
て
い
て
、
墓
を
兼
ね
た
碑
と
推
察
さ
れ
る
。
恐
ら
く
同
寺
の
ご
住
職
に
お
願
い
す
れ
ば
、

過
去
帳
の
記
録
や
ご
子
孫
宅
も
教
え
て
頂
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
甘
い
観
測
を
し
て
い
た
。

問
い
合
わ
せ
に
住
職
の
返
信
が
来
な
い
ま
ま
、
五
月
一
日
、
伊
藤
会
長
と
倉
島
、
私
の
三
名
が

ク
ル
マ
で
同
寺
を
訪
問
、
境
内
に
よ
く
は
読
め
な
い
も
の
の
、
台
石
に
「
虚
庵
」「
椿
谷
（
貫
一
息
）
」

「
社
中
」
な
ど
と
彫
っ
て
あ
る
句
碑
を
探
し
当
て
た
。
人
気
が
な
い
の
が
妙
だ
が
、
本
堂
脇
玄
関

ひ
と
け

の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
執
拗
に
鳴
ら
す
と
漸
く
顔
が
の
ぞ
い
た
。
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
用
向
き
を
伝
え

る
と
、
先
住
が
亡
く
な
っ
て
、
昔
の
こ
と
は
よ
く
判
ら
な
い
と
の
素
っ
気
な
い
返
答
。
と
ど
め
に
、

未
開
封
の
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
を
返
さ
れ
た
。

後
日
、
会
長
や
豊
浜
小
の
佐
藤
教
諭
の
探
索
に
よ
り
貫
一
の
ご
子
孫
宅
が
判
明
し
た
と
の
情
報

が
入
っ
た
。
し
か
し
、
俳
諧
資
料
は
な
い
と
の
こ
と
で
一
喜
一
憂
。
会
長
の
熱
意
に
応
え
、
ご
当

主
の
鈴
木
健
治
氏
が
先
代
の
遺
さ
れ
た
文
書
類
の
保
管
場
所
を
、
立
て
替
え
た
二
階
建
て
を
隅
々

ま
で
捜
索
し
、
つ
い
に
見
付
け
る
。
連
絡
を
受
け
て
会
長
が
早
速
訪
問
、
七
月
二
日
、
撮
影
し
た

俳
諧
資
料
や
過
去
帳
（
注
）
な
ど
の
写
真
デ
ー
タ
を
送
信
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
一
通
り
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
で
確
認
、
こ
れ
で
最
後
の
四
天
王
・
貫
一
の
評
伝
が
執
筆
で
き
る
と
胸
を
撫
で
下

ろ
す
。

七
月
十
八
日
、
見
学
会
展
示
品
の
確
認
を
す
る
た
め
大
竹
家
訪
問
の
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
会

長
か
ら
、
そ
の
午
前
中
に
鈴
木
家
の
ご
当
主
に
お
目
に
掛
か
り
、
貫
一
資
料
を
見
せ
て
頂
き
ま
せ

ん
か
、
と
の
お
誘
い
を
頂
い
た
。
送
っ
て
頂
い
た
肖
像
画
の
デ
ー
タ
は
や
や
不
鮮
明
で
撮
り
直
し

た
か
っ
た
し
、
嵐
牛
に
入
門
す
る
以
前
、
す
な
わ
ち
始
発
期
の
資
料
が
『
袋
井
市
史
資
料
集
』
に

翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
不
審
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
是
非
と
も
お
邪
魔
し
て
確
認
し
た
か
っ
た
。

ご
当
主
の
お
話
を
伺
っ
た
あ
と
、
廊
下
に
並
べ
て
頂
い
た
資
料
群
の
中
に
目
当
て
の
一
冊
が
あ

っ
た
。
不
審
に
お
も
っ
た
『
袋
井
市
史
資
料
集
』
の
『
醸
泉
亭
句
会
１
』
は
、
句
合
の
開
巻
場
所

、
、

を
句
会
の
場
所
と
誤
解
し
て
書
名
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
句
合
は
出
題
さ
れ
た
季
題
の
数
だ
け

発
句
を
詠
ん
で
応
募
、
催
主
が
そ
の
詠
草
を
集
め
て
作
者
名
を
伏
せ
て
句
だ
け
を
清
書
し
て
評
者

に
渡
し
、
評
者
が
点
を
掛
け
終
わ
っ
た
あ
と
、
催
主
が
高
点
句
の
作
者
名
を
記
入
し
、
作
者
別
に

応
募
句
の
合
計
点
を
計
算
し
、
天
地
人
の
順
に
勝
者
を
決
め
る
。
貫
一
の
高
点
句
は
、

萍

や
花
が
咲
て
も
し
ど
け
な
き

岡
ザ
キ

貫
一

う
き
く
さ

寝
よ
と
撞
（
く
）
鐘
や
涼
し
い
最
中
を

仝

の
二
句
で
作
者
名
が
記
入
し
て
あ
る
。
以
下
に
つ
づ
く
句
は
評
価
が
低
い
の
で
作
者
名
が
記
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
を
資
料
集
で
は
誤
解
し
、
次
の
作
者
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
貫
一

の
句
と
し
て
翻
刻
し
て
い
る
。
句
合
の
清
書
本
巻
末
に
は
評
者
鉄
支
の
署
名
と
「
暾
斎
」
の
朱
印
、

「
文
政
丁
亥
（
十
年
・
一
八
二
七

）
七
夕
／
於
醸
泉
亭
開
巻
」、
以
下
、
天
地
人
の
勝
句
作
者
名
と
合
計

点
数
が
書
き
入
れ
て
あ
り
、
最
高
廿
八
点
の
岡
崎
貫
一
が
勝
者
の
景
品
と
し
て
清
書
本
を
贈
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

評
者
の
鉄
支
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
資
料
群
の
中
に
句
合
高
点
摺
物
の
合
本
が
あ

り
、
な
か
に
暾
斎
（
鉄
支
）
評
の
「
月
並
二
月
分
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
江
戸
・
ヲ
カ
ザ
キ
・
中

泉
・
ヲ
ホ
ツ
カ
・
ア
キ
ハ
・
ア
ハ
ク
ラ
の
作
者
の
正
五
印
が
七
句
、
六
印
一
句
と
評
者
鉄
支
の
各

一
句
が
一
丁
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
催
主
は
岡
崎
の
近
隣
、
横
須
賀
藩
（
三
万
五
千
石
、
藩

主
西
尾
氏
）
の
関
係
者
で
、
江
戸
と
連
絡
の
便
宜
が
あ
る
立
場
に
あ
っ
た
人
物
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ほ
か
に
も
「
松
風
園(

蘭
英)

評
月
並
五
句
合
」
や
「
皆
至
亭(

松
賀)

評
月
次
」
「
雪
望
亭
曙
山
撰

月
並
五
句
合
」
な
ど
地
元
評
者
、
そ
れ
ら
に
江
戸
の
「
雪
中
庵(

対
山)

評
月
並
三
題
句
合
」
も
加
わ

る
。
天
保
期
以
降
、
貫
一
は
そ
う
し
た
俳
壇
環
境
の
中
で
句
作
に
励
み
、
そ
の
果
て
に
嵐
牛
門
に

帰
し
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
。

予
想
外
の
収
穫
と
し
て
は
卓
池
撰
の
句
合
摺
物
が
三
、
四
点
あ
っ
た
こ
と
で
、
晩
年
、
そ
の
名

声
は
遠
州
に
も
浸
透
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
そ
の
一
枚
の
催
主
は
応
山
で
、
七
点
印
の
最
初
に
、

折
際
に
又
処
も
つ
桔
梗
哉

シ
ホ
井

嵐
牛

と
嵐
牛
句
が
見
え
、
天
保
末
頃
、
遠
州
連
中
の
催
す
卓
池
評
句
合
に
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
て
い
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
。

き

ち

（
注
）「
二
代
、
道
光
貫
一
上
座
、
明
治
十
二
年
十
月
六
日
」
と
記
録
。

◆
寛
一
肖
像
句
讃
（
知
碩
画
）

つ
く
づ
く
と

老
し
る
秋
の

寝
ざ
め
か
な

八
十
叟
無
々
斎

寛
一

知
碩
謹
書
（
印
）

（
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
顧
問
）



嵐
牛
四
天
王
の
句
碑

倉
島

利
仁

(１)

嵐
牛
四
天
王
の
一
人
、
足
立
水
音
（
後
号
湛
水
）
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

、
城
東
郡
丹
野
村

（
現
菊
川
市
丹
野
）
に
生
ま
れ
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

、
周
智
郡
平
宇
（
現
袋
井
市
下
山
梨
）
の

足
立
家
の
養
子
と
な
っ
て
六
代
孫
六
を
継
ぎ
、
同
年
秋
に
嵐
牛
に
入
門
し
た
。
嵐
牛
へ
の
入
門
は
、

前
年
に
入
門
し
て
い
た
、
分
家
の
足
立
孫
八
（
俳
号
尺
波
）
の
手
引
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
入

門
後
の
水
音
の
俳
歴
や
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
足
立
順
司
氏
『
平
宇
足
立
家
の
歴
史
』（
一
九
九
一

年
、

私
家
版
）
や
、
本
会
顧
問
加
藤
定
彦
先
生
「
嵐
牛
と
そ
の
仲
間
た
ち(

七)

―
四
天
王
の
一
人
・
足
立

水
音
―
」（
『
蜻
蛉
』
三
〇
七
号
、
二
〇
一
六

年
五
月
）
に
詳
し
い
。

昨
年
末
、
伊
藤
会
長
と
と
も
に
足
立
家
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
、
様
々
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
折
に
お
借
り
し
た
資
料
の
返
却
を
兼
ね
、
伊
藤
会
長
と
加
藤
先
生
と
と
も
に
再
訪

し
た
折
、
足
立
順
司
氏
か
ら
可
睡
齋
に
湛
水
の
句
碑
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
句
碑

は
、
可
睡
齋
総
門
と
山
門
の
間
の
弁
天
堂
近
く
、
酒
塚
観
音
の
左
の
小
高
い
場
所
に
あ
っ
た
。

夏
に
入
る
や
さ
く
ら
林
の
常
あ
ら
し

湛
水

現
在
足
立
家
に
残
さ
れ
て
い
る
聯
に
同
じ
句
が
書
か
れ
て
お
り
、
碑
は
そ
れ
を
模
刻
し
た
も
の
だ

ろ
う
。
一
句
は
、
陰
暦
四
月
十
六
日
か
ら
の
九
十
日
間
、
僧
侶
が
籠
っ
て
修
行
す
る
夏
安
居
の
時

期
に
な
る
と
、
こ
の
前
ま
で
満
開
だ
っ
た
桜
も
す
っ
か
り
葉
桜
と
な
り
、
そ
の
桜
林
の
辺
り
に
は

常
に
大
風
が
吹
い
て
い
る
と
い
う
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
か
。
現
在
の
可
睡
斎
に
桜
は
ほ
と
ん
ど
な

い
そ
う
だ
が
、
僧
侶
た
ち
が
修
行
し
た
お
堂
の
周
囲
に
は
桜
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

句
碑
の
背
面
に
は
、
湛
水
の
事
績
を
述
べ
た
以
下
の
よ
う
な
漢
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

足
立
孫
六
翁
、
遠
江
山
梨
町
農
也
。
明
治
十
二
年
、
任
周
智

郡
長
。
廿
五
年
、
罷
職
後
、
推
選
衆
議
院
議
員
二
回
。
翁
為
人

謹
厳
、
精
務
直
勧
、
興
業
殖
産
、
以
謀
郷
村
益
利
。
有
暇
常
嗜

俳
諧
、
号
松
園
湛
水
、
秀
句
殊
多
、
訓
育
門
生
数
十
人
。
四
十

四
年
七
月
廿
七
日
、
溘
然
長
逝
。
行
年
六
十
有
九
。
諡
曰

清
心
院
松
陰
湛
水
居
士
。
生
三
男
六
女
、
長
純
一
郎
嗣
家
。

乃
銘
曰
、

黽
勉
竭
力

利
民
益
国

多
年
種
徳

闔
門
蕃
殖

明
治
四
十
四
年
十
月

鴻
齋
石
川
英
撰
併
書

一
方
、
可
睡
齋
の
奧
院
か
ら
や
や
下
っ
た
参
道
の
脇
に
は
、
湛
水
の
碑
と
対
照
的
な
小
さ
な
句

碑
が
あ
っ
た
。

花
と
雲
か
さ
な
り
あ
う
て
暮
に
け
り

足
立
尺
波

背
面
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

中
足
立
家
三
世

俳
号
尺
波

市
太
郎

明
治
七
年
戌
四
月
建
之

同
家
四
世
孫
八

案
内
板
も
何
も
な
く
、
参
道
脇
に
ひ
っ
そ
り
と
立
て
ら
れ
た
句
碑
に
目
を
向
け
る
人
は
多
く
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
春
の
夕
暮
れ
を
詠
ん
だ
句
は
、
可
睡
齋
境
内
を
見
下
ろ
す
場
所
に
ふ
さ
わ
し

か
ろ
う
。
尺
波
句
碑
が
可
睡
齋
に
建
立
さ
れ
た
の
は
、
明
治
六
年
、
廃
寺
と
な
っ
た
秋
葉
寺
か
ら

秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
の
御
真
体
を
可
睡
齋
に
遷
座
す
る
際
に
水
音
が
尽
力
し
た
と
い
う
縁
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
句
碑
は
尺
波
の
没
後
間
も
な
く
、
水
音
の
力
添
え
を
得
つ
つ
、
嗣
子
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
四
天
王
の
一
人
鈴
木
貫
一
に
つ
い
て
は
、
前
頁
の
加
藤
先
生
「
柿
園
友
垣
抄

―
始
発

(五)

期
の
鈴
木
貫
一
―
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
宗
有
寺
の
句
碑
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

現
在
、
お
寺
の
境
内
は
残
念
な
が
ら
荒
廃
し
た
状
態
だ
っ
た
が
、
山
門
を
入
っ
た
左
手
に
貫
一

の
句
碑
が
残
さ
れ
て
い
た
。
刻
ま
れ
た
句
は
、
塚
本
五
郎
氏
『
郷
土
遠
江
の
調
査
研
究
』（
昭
和
二

十
四
年
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
浜
松
分
校
歴
史
学
会
郷
土
研
究
部
）
に
よ
れ
ば
、「
曳
杖
も
か
ろ
き

首
途
や
月
の
旅
」
と
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
碑
の
表
面
は
浸
食
が
進
み
、
か
ろ
う
じ
て
「
杖
」
の
一

字
が
確
認
で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
下
部
の
台
座
は
石
質
が
異
な
る
の
か
、
正
面
に
「
虚

庵
／
お
ぼ
ろ
／
椿
谷
／
社
中
」
と
四
行
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
た
文
字
が
残
っ
て
い
る
。「
虚
庵
」「
お

ぼ
ろ
」
が
ど
ん
な
人
物
か
判
明
し
な
い
が
、
後
日
鈴
木
家
で
過
去
帳
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
り
、
椿
谷
は
貫
一
の
子
で
鈴
木
家
三
代
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
句
碑
の
裏
に

は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

明
治
十
四
年
十
月

昭
和
四
十
七
年
九
月
再
建

鈴
木
幾
馬

過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
寛
一
は
明
治
十
二
年
十
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
二
年
後
、
三

回
忌
に
合
わ
せ
て
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
か

分
か
ら
な
い
が
、
鈴
木
幾
馬
氏
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
際
、
台
座
は
元
の
ま
ま
残
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

句
碑
を
再
建
し
た
鈴
木
幾
馬
氏
も
ど
ん
な
人
物
か
不
明
だ
っ
た
が
、
現
在
の
御
当
主
鈴
木
健
治

氏
の
祖
父
で
鈴
木
家
五
代
に
当
た
る
方
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
健
治
氏
は
先
祖
の
貫
一
の
こ
と
や

そ
の
資
料
に
つ
い
て
、
祖
父
幾
馬
氏
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
鈴
木
家
に
は
こ
の
句
碑
に
つ
い
て
の
書
き
付
け
が
一
枚
残
さ
れ
、
貫
一
の
句
の
右
に
は

「
こ
れ
外
に
思
ふ
こ
と
な
し
夏
の
月

華
好
」
と
い
う
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
塚
本
五
郎
氏
『
郷

土
遠
江
の
調
査
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
句
は
「
似
色
亭
華
好
」
と
の
署
名
で
同
じ
碑
に
彫
ら
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

（
「
嵐
牛
・
友
の
会
」
幹
事
補
佐
）



講
読
・
鑑
賞
の
会
の
予
定

第
八
回

八
月
二
十
一
日(

日)
会
場

大
竹
晴
笠
家

磐
田
市
福
田
（
別
紙
地
図
参
照
）

時
間

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

内
容

大
竹
家
御
所
蔵
資
料
の
鑑
賞

第
九
回

十
一
月
二
十
日(
日)

会
場

嵐
牛
蔵
美
術
館
和
室

八
畳
＋
六
畳

時
間

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

内
容

嵐
牛
蔵
美
術
館
所
蔵
資
料
の
鑑
賞

石
川
依
平
「
宇
津
の
山
越
」
講
読

「
嵐
牛
発
句
集
」
講
読

ほ
か

※

第
八
回
の
友
の
会
は
、
磐
田
市
福
田
の
大
竹
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

大
竹
家
で
ご
所
蔵
の
資
料
を
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
嵐
牛
四
天
王
の
一
人
大
竹
晴
笠
の
遺
品
を
鑑
賞
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
す
。

※

友
の
会
に
対
す
る
ご
要
望
等
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
た
、
友
の
会
会
員
の
方
、
そ
の
他
嵐
牛
繋
が
り
で
面
白
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

百
日
紅
の
彩
り

蝉
の
声

美
術
館
に
も
本
格
的
な
夏
到
来
で
す

平
成
二
十
八
年
八
月
六
日

撮
影事

務
局

伊
藤
英
子


